
 

  

 

長岡市立地域図書館（７館） 図書館だより 

１ｐ イベント開催報告 

２ｐ 特集：美しいもの 

３ｐ 連載：スタッフのおすすめ 秋の本 

４ｐ １０月～１２月の行事案内 

 

２０２２.１０ ＶＯＬ.７４ 

北地域図書館 

「グリーン教室」 
 

２０２２年１０月発行 編集・発行／指定管理者 株式会社図書館流通センター（TRC） 

ごそんの森 
秋の味覚を楽しんだ 

後は…やっぱり読書？ 

ささぽんツブヤキ 

ドライハーブ、アロマ液、アロマオイルを使って、

手ごね石けんを作りました。 

無添加の粉状石けん素地にハーブ液を入れてこ

ね、石けんの粒が無くなりなめらかな状態になった

ら、好きな形に整えハーブを飾り付けて完成です。 

参加された皆さんは、ハーブのやさしい香りに包

まれながら、楽しそうに作品作りをしていました。 

 

  ２０２２年８月１３日開催 

 

互尊文庫 

「長岡空襲写真・体験画展示」  

互尊文庫ロビーにて、戦災資料館よりお借りした

長岡空襲関連資料の展示を行いました。会期の前半

は写真、後半は体験画を展示し「昭和１２年９月」

「おばさんありがとう」等の文章が書き込まれた 

千人針や、焼夷弾子弾の実物も見ていただきました。 

展示ケースの前に立ち、空襲の被害に思いをはせ

る方の姿が見られました。長岡空襲を知っていただ

く良い機会になったのではないかと思います。 

 
２０２２年７月１日～８月３０日開催 

 



 

日本各地には、庶民の生活の中から生まれた素朴で郷

土色の強い工芸品があります。例えば、岩手の南部鉄瓶、

秋田の大館曲げわっぱ等。これらは民藝運動の父であり、

「日本民藝館」の初代館長を務めた柳宗悦らによって見出

された品です。民藝運動は地方に普及して全国各地に民

藝館が設立されました。本書はその全国の民藝館を紹介し

たものです。実用的ながら美しい民藝の数々をお楽しみく

ださい。 

この物語は、死体が発見されることから始まるミステリー

です。一人の少女を主人公に、思いがけない結末に向かって

話は進んでいきます。ミステリーとしてストーリーを楽しめる

一方、背景となる海や湿地や潟湖、月や太陽などが絵画の

ように大変美しく表現されています。季節ごとの木々や小さな

草花の中に生息する動物たちの姿も、美しくそして残酷で

す。人間も自然の中の一部でしかないと改めて気づかされる

一冊です。 

心に痛みを抱えて日常を生きる登場人物たちが、人生の転

機を迎えたとき、導かれるように美術館の一枚の絵と出会い、

新たな一歩を踏み出していく 6篇の物語です。 

 著者ならではの描写によって伝えられる、実物のアートが持

つ力。作中の絵画が国内の美術館の常設展示作品であるこ

とも、読者とアートとの距離を縮めてくれます。芸術の秋、美術

館に行きたくなる一冊です。 

『ザリガニの鳴くところ』 

ディーリア・オーエンズ／著  

友廣 純／訳  

早川書房 ９３３．７オ 

『日本刀入門』  

刀剣ファン編集部／著  

天夢人 ７５６．６ニ 

 

『にっぽんの美しい民藝』 

萩原 健太郎／著 

エクスナレッジ ７５０．２ハ 

 

『〈あの絵〉のまえで』 

原田 マハ／著 

幻冬舎 ９１３．６ハ 

 

『人生は美しいことだけ 

  憶えていればいい』 

佐藤 愛子／著 

PHP研究所 ９１４．６サ 

波瀾万丈の長い人生を歩んできた著者

の作品は、ときに読者を痛快な気持ちにさ

せてくれます。この本は、世間体を気にせず、

ありのままの自然体で生きていくべきと私た

ちの背中を押してくれているかのようです。

タイトルとなっているのは著者の座右の銘の

ひとつで、エリザベス・サンダース・ホーム創

設者である沢田美喜のことば。美しいことだ

け憶えていることが、長生きの秘訣なのかも

しれません。 

 

 

優れた武器であると同時に目を引く

美術品でもある日本刀。青みがかった

刀身が、美しさと独特の奥深さを感じさ

せ、地鉄の様子や刃文に注目すること

で、作り手によってそれぞれに異なる魅

力を味わうことができます。 

本書では名刀を細部まで公開し、そ

の魅力をより深く堪能できる鑑賞方法

を紹介しているので、日本刀に初めて触

れる人にもおすすめです。 
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食欲の秋です。江戸のおいしいもの 

エッセイはいかがでしょうか。漫画家・

江戸風俗研究家の杉浦日向子さんが書い

た江戸っ子の食の歳時記です。鮨、天ぷ

らをはじめ茄子田楽、秋刀魚の塩焼き、

里芋の煮っころがしなど季節の料理が

次々と紹介され、途中にはさまれる江戸

川柳や図版が、当時の人々の暮らしぶり

を活き活きと今に伝えます。秋の味覚に

思いを馳せつつ、ぜひ、日本酒を傍らに

（大人の方に限ります）味わってみては。 

 

 

『大江戸美味（むま）草紙』 
杉浦 日向子／著  
新潮社 B383.8ス 

『秋の牢獄』 
恒川 光太郎／著 
角川書店 913.6ツ 

 

『子どもと一緒に覚えたい 
木の実の名前』 

小南 陽亮／監修 加古川 利彦／絵 
マイルスタッフ 471.1 コ 

秋はあちこちで稲穂が揺れるお米の季

節。会社員の梢恵が社長から命じられた

のは、バイオエタノールの材料として米

を作ってくれる農家と契約を結んでくる

こと。知識もないのに飛び込み営業に行

った農業法人「あぐもぐ」で、いきなり

住み込みで田んぼや畑の手伝いをするこ

とに。農業が大好きな人達と働くうちに、

自然の中で自分で作ったものを食べて生

きることに惹かれていきます。何気なく

食べているお米や野菜が、もっと美味し

く感じられるお話です。 

 

酷暑の夏を乗り越えれば、涼しい風を

感じながらのんびりと散歩を楽しめる季

節の到来！身近な公園を散策するときに

おすすめしたいのがこの本です。公園や

庭でよく見られる木の実が美しいイラス

トや写真で紹介されており、味や活用法

などの豆知識も満載。タイトルにある通

りお子さんと一緒に読むのも、もちろん

おすすめです。意外に読みごたえがある

ので、ベンチで一休みしつつ読み始めた

ら止まらなくなってしまうかも…？ 

『幸せの条件』 
誉田 哲也／著 

中央公論新社 913.6ホ 

―これは十一月七日の水曜日の物語だ

―藍は突然、その秋の日を繰り返すよう

になる。いつ終わるとも知れぬリプレイ

の日々、同じように十一月七日を繰り返

す「リプレイヤー」の仲間との時間、皆

が恐れる白い影…。時折、ひゅるりと襟

元を掠める晩秋の寒風を感じるような、

なんとも不思議な作品です。表題作の他

に２編の物語を収録した中編集を、長い

秋の夜のお供にいかがでしょうか。 

 

秋 

の 本 図書館スタッフ
おすすめの本を
紹介します！ 



   

 

   

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

   

 

  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

 

イベントにご参加の際は、マスクの着
用、検温、手指の消毒など感染症予防に
ご協力をお願い致します。 
また感染症の拡大状況により、イベント

が中止になる場合もございますので、各
図書館にお問い合わせ下さい。 

互尊文庫 
「読者のつどい」 

・１０月２８日（金） 
『白蓮れんれん』    林 真理子/著 

・１１月２５日（金） 
『天涯の花』     宮尾 登美子/著 

・１２月２３日（金） 
『ひつじが丘』    三浦 綾子/著 

時間：各回午後７：００～８：００ 
場所：互尊文庫 １Ｆ児童室 
対象：一般（申込み不要） 
 
「写真で辿る互尊文庫 
     ＆メッセージツリー」 

・９月１７日（土）～２月２８日（火） 

内容：図書館所蔵の写真の展示。内容は

２ヶ月ごとに変更します。同時に互尊

文庫へのメッセージを募集し 

メッセージツリーを作ります。 

場所：互尊文庫 1F  

ロビー内展示ケース 

 

西地域図書館 

「身近な材料で防災工作！」 
・１０月７日（金） 

内容：避難時などにもすぐ作れる、身

近な材料を使った便利グッズの 

工作。 

時間：午前１０：００～１１：００ 

場所：大島コミュニティセンター  

２F工作室 

対象：小学５年生以上 

（小学生は保護者同伴） 
定員：先着１２名 
持ち物：はさみ、筆記用具 
申込み：９月２３日（金）午前９：３０～ 
      西地域図書館窓口または電話 
 
「新潟県立歴史博物館出張講演 

河童が教えてくれた薬」 
・１１月６日（日） 

内容：県に伝わる河童の秘薬「アイス」

の秘密に迫ります。長岡民話の会

の語り部による昔話も。 

時間：午後２：００～３：００ 

場所：大島コミュニティセンター  

２F大会議室 

対象：小学５年生以上  

定員：先着１５名 

寺泊地域図書館 
「大人の工作会 水引でつくる栞」 
・１１月５日（土） 
内容：様々な結び方の水引で栞を作り

ます。 
時間：午前１０：００～１１：３０ 
     午後２：３０～４：００ 
場所：寺泊文化センター ３F小研修室 
対象：中学生以上    
定員：各回先着５名 
申込み：１０月２２日(土)午前９：３０～ 

寺泊地域図書館窓口または 
電話 

★詳しいことは、各地域図書館へ
お問合せ下さい。 

10 月～12 月の行事案内 

中之島地域図書館 
「和綴じで作る読書手帳」 

・１０月２９日（土） 

内容：簡単な和綴じの手法を使い、読書

手帳を作ります。 

時間：午後２：００～４：００ 

場所：中之島文化センター  

２F多目的室 BCD 

対象：中学生以上 

定員：先着１０名 
申込み：１０月１５日（土）午前９：３０～ 
       中之島地域図書館窓口または 

電話 
 
 

北地域図書館 
「大人の工作教室 八丁紙を作っ

てお正月を迎えましょう」 

・１２月１８日（日） 

内容：新潟県にお正月の風習として伝

わる「八丁紙」作りに挑戦します。 

時間：午後 1：０0～２：００ 

場所：北地域図書館 多目的ルーム 

対象：一般 

定員：先着６名 

申込み：１２月４日（日）午前９：３０～ 
北地域図書館窓口または電話 

 

★互尊文庫      坂之上町 3-1-20   TEL35-7981 

★西地域図書館  緑町 3-55-41       

★南地域図書館  曲新町 566-7      TEL30-3501 

★北地域図書館  新保町 1399-3     TEL22-7100 

☆中之島        中之島 3807-3 中之島文化センター内 

地域図書館                     TEL61-2165 

☆寺泊          寺泊磯町 7411-14 寺泊文化センター内 

地域図書館                     TEL75-5159 

☆栃尾          中央公園 1－67 トチオ―レ内 

  地域図書館                     TEL53－3005 

図書館 HP 

https://www.lib.city.nagaoka.niigata.jp 

開館時間  

★印  午前 9：30～午後 8：00 
（互尊文庫学習室は午後 7：00 まで） 
休館日／毎週木曜(祝日と重なるときはその翌日) 

毎月末(土・日曜と重なるときは開館) 
特別図書整理期間 

☆印 午前 9：30～午後 7：00 
休館日／毎週月曜(祝日と重なるときはその翌日) 

毎月末 
特別図書整理期間 

※12/２９（木）～1/3（火）は年末年始の休館 

 

 

TEL27-4900 

 

南地域図書館 
「図書館で知ろう！摂田屋の歴史」 

・１０月１日（土）～１０月３０日（日） 

内容：摂田屋地域に関する問題に挑戦

してもらい、全問正解者には景品を

プレゼント。 

場所：南地域図書館 

 
「LLブック『仕事に行ってきます』 
           パネル展」 

・１１月１日（火）～１１月２９日（火） 

内容：ＬＬブック『仕事に行ってきます』 

シリーズの解説パネルの展示。 

場所：南地域図書館 

 
「大人のための絵本セラピー®」 

・１１月１３日（日） 

内容：絵本の読み聞かせと簡単な質問

形式の対話で行うワークショップ。 

時間：午前 10：30～１１：３０ 

場所：南地域図書館 児童室 

対象：20歳以上 

定員：先着６名 

申込み：１０月２９日（土）午前９：３０～ 
南地域図書館窓口または電話 
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